
一般社団法人 日本建設躯体工事業団体連合会

社内検定認定制度によるコンクリート⼯の公的資格創出
活動期間
（予定）

平成27年7月10日～平成30年9月30日

平成29年10月24日

１．目的

コンクリート工事でコンクリートの打ち込み・締め固めに従事する
コンクリート工は、コンクリート構造物の品質を左右する重要な職
種であるが、低賃金で魅力のない職種として、若手入職者が減少し、
作業員の高齢化もあり、将来が危ぶまれる状況にある。

図表５ Ｈ２７鳶・土工年齢推移グラフ（東京躯体会員調査）  
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この状況を改善する取り組みとして、
コンクリート工の打ち込み・締め固め
技能を評価する公的資格を創出し、コ
ンクリート工への目標設定と地位向上
による待遇改善で、若手技能者の確保
を図り、コンクリート工の若返りを実
現させる。



２．社内検定認定制度とは

社内検定認定制度とは、個別企業や団体等
が、そこで働く労働者を対象に自主的に
行っている検定制度（社内検定）のうち、
一定の基準を満たしており、技能振興上奨
励すべきと認めたものを厚生労働大臣が認
定する制度。

社内検定認定制度は、労働者が職業上必要
とする知識や技能などをどの程度身につけ
ているかを検定によって適正に評価し、労
働者の職業能力の開発を促し、労働生産性
を高め、それによって労働者の経済的・社
会的地位の向上を図ることを目的とする。

３．プレス発表

平成２９年５月２５日
プレス発表



４．トライアル試験までの一次組織の立上げ

厚生労働大臣認定を受けるに際し、トライアル試験を
受ける必要があり、そのための組織を立ち上げた。
日建連・コンクリート工学会学識経験者への協力要請

学科試験問題策定
ワーキンググループ

平成29年1月17日活動開始

会合数 ２１回
延べ参加委員数 １８７人

実技試験問題策定
ワーキンググループ

平成28年12月20日活動開始

会合数 ２０回
延べ参加委員数 １１０人

試験問題策定委員会 全体会議
平成28年12月13日 活動開始

会合数 ７回
延べ参加委員数 １３４人

一般社団法人日本建設業連合会
学識経験者

人材支援要請

職務分析フォーマット

コンクリート工の作業分析と

1級・2級レベルの差 技能と知識の整理

備考 出題の割合
ID ID 1級 2級 ID 1級 2級

A コンクリート打設前段取 A-1 コンクリート打設計画に基づいて必要な通路を設置することができる ● ● A-1-1 通路の幅、手摺の高さ、昇降設備等の設置に関する知識がある 一般的 概略 一級は仮設材を使用した通路の設置ができる

二級はメッシュ板（メッシュロード）の通路を設置できる

A-1-2 元請と協議し適切な通路を確保する知識がある 一般的 概略

A-2 コンクリート打設に適した足場の設置、盛替等ができる ● ● A-2-1 足場の組立解体手順、親綱の設置方法等に関する知識がある 一般的 概略

A-2-2 一般的 概略

A-3 ● ● A-3-1 一般的 概略

A-3-2

詳細 一般的

A-4 ● ● A-4-1 内部振動機、高周波インバーター、延長コード、発電機または分電盤との接続方法を知っている

詳細 一般的

A-4-2 コンクリート打設時、効率的な機器の配線移動や盛替え方法を理解している

A-5 ● ● A-5-1 水中ポンプを使用して打設区域外に排水するためのホース、電源経路を把握し設置する知識がある 一般的 概略

A-5-2 適切な種類の水中ポンプを選定し排水する知識がある 一般的 概略

A-6 ● ● A-6-1 高圧洗浄機の接続方法を把握している 一般的 概略 １５～２５％（平均２０％）

問題数　約１０問

A-6-2 一般的 概略

A-6-3 打設に先立って行う散水の目的や順序を理解している 一般的 概略

A-7 ● A-7-1 詳細 一般的

A-8 コンクリートの打設に必要な準備作業ができる ● ● A-8-1 コン止めや壁つなぎインサート、根巻の取付方法を理解している 一般的 概略

A-8-2 鉄筋にコンクリートが付着しない養生方法を理解している 一般的 概略

A-9 ● ● A-9-1 詳細 一般的

A-9-2 打ち放しや木目仕上げ等の打設に必要な資機材を理解している 詳細 一般的

A-9-3 コンクリートが分離しない自由落下高さ等を理解している 詳細 一般的

A-9-4 鉄筋スペーサの取付向き等による充填不足の発生しやすい箇所を発見する知識がある 詳細 一般的

A-10 ● ● A-10-1 詳細 一般的

B コンクリート打設 B-1 ● ● B-1-1 詳細 一般的

B-1-2 詳細 一般的

B-1-3 途中に踊場がある階段のコンクリートを打設する知識がある 一般的 概略

B-1-4 再振動（後追いバイブレーター）の役割、重要性の知識がある 一般的 概略

B-1-5 内部振動機の種類・サイズ等による性能の違いで振動の影響範囲が変化することを理解している 詳細 一般的

３５～４５％（平均５０％）

B-2 ● ● B-2-1 詳細 一般的 問題数　約２５問

B-2-2 開口部下等の空隙を無くし短時間で締固めができる知識がある 詳細 一般的

B-3 ● ● B-3-1 詳細 一般的

B-4 ● ● B-4-1 詳細 一般的

B-4-2 詳細 一般的

型枠内の電気設備配管・開口部等が密集している壁や梁の打設ができる（コ
ンクリートの流し込みにおいて、閉塞部分周辺の充填ができる）

型枠内のコンクリートの流れ方をたたきの打撃音の変化で確認し充填する知識がある

内部振動機の届かない箇所（窓開口、ダクト開口下等）を型枠の打撃音と型枠の空気穴からコンクリートの充
填を確認する知識がある

一級は壁型枠の両面がふさがっていて複数の開口が
埋め込まれている部分に対応できる

二級は途中に踊場がない階段のコンクリートを打設す
る知識がある

棒形内部振動機の的確な貫入深さと、正しい位置を判断し、効率よく締固め
ができる

密な配筋、かぶり厚さが小さい場合の内部振動機の操作や使用機器の変更等に対応する知識がある

棒形内部振動機の音と振動の感触でコンクリートの打設状況を判断できる コンクリートの流動性が低下した場合の内部振動機の操作や挿入間隔、加振時間、使用機器の変更等に対応
する知識がある

コンクリート打設に必要な資機材（メッシュ板、内部振動機、延長コード等）やコンク
リートホッパーを玉掛し揚重作業ができる

揚重（玉掛、玉外し）作業の合図や必要な玉掛ワイヤー、ワイヤーモッコの種類や使用方法を理解している

上部で内部振動機を使用して柱、壁、梁、スラブコンクリート等、躯体構造物
の品質に関して不具合を発生させない締固めができる

内部振動機の性能や基本操作を理解している 一級はあらゆる種類、構造のコンクリートを打設できる

打重ねをする場合に内部振動機の振動部を前に打設したコンクリートに挿入し一体化させコールドジョイントを
防ぐ知識がある

打設箇所のたまり水、型枠外に排出できなかった洗浄水を打設区域外に排水（水
替）できる

型枠内の水洗い、打設直前の散水、高圧洗浄機（ハイウォッシャー）の設置ができ
る

水洗いは排水口を確認し効率良くゴミと水を型枠外へ排出する手順を理解している

事前に躯体図面から、柱、壁の位置及び構造スリット、開口部の記号を読み取る
ことができる

図面を読み充填不足のリスクを予見し、適切な資機材や看板類の段取り方法を把握している

コンクリートの品質に関して不具合を発生させない段取ができる 打設前に配筋状況を見て内部振動機が入るか又はコンクリートポンプ車のホースが入るか等を把握できる

足場の組立、解体又は変更の作業に係わる業務に携わる際、「足場の組立て等の業務」特別教育の受講が
必要なことを理解している。

コンクリート打設に必要な内部振動機（棒形バイブレーター）、外部振動機（壁バイ
ブレーター）やコンクリートポンプ車等を盛り込んだ打設計画ができる

コンクリート打設計画（適切な打設量/日や打設順序等）に関する知識がある

コンクリートの打設に適したコンクリートポンプ車の車種（ピストン式、スクイーズ式）や特性、設置に関する知識
がある

内部振動機、高周波インバーター、キャップタイヤーを配線し発電機または
分電盤に接続することができる

仕事（職務）概要 建設現場においてフレッシュコンクリートをそのスランプや型枠形状などの状況、外気温環境などを判断し、適切な振動機（バイブレーター）の操作などで、隙間なく締固めができる。

業務（作業） 技能 求められる 範囲 知識 求められる範囲

職　務　分　析　フ　ォ　ー　マ　ッ　ト
団体名 日本建設躯体工事業団体連合会
職種名 日本建設躯体コンクリート打設工

５．初期相談シート・職務分析フォーマットの作成

初期相談シート

コンクリート工の人物像・求められる

能力の整理



６．学科試験問題策定ワーキンググループの活動

作成問題数

１級・２級

50題×３ｾｯﾄ＝150題 計300題

Ａ 問題１ 概略
スラブ鉄筋上を一輪車（ネコ）でコンクリートを運搬する場合にスラブ鉄筋を乱さない
ために運搬路として使用する次の１）から４）の仮設資材のうち、不適当なものはどれ
か。

１） 鋼製足場板

２） メッシュロード（金網状マット）

３） 合板ベニヤ板（厚さ１２ｍｍ）

４） プラスターボード

Ｂ 問題２ 一般
短辺が１.５ｍ、長辺が２.０ｍ、高さ４.０ｍの柱のコンクリート打込み予定数量とし
て、次の１）から４）のうち、適当なものはどれか。

１） ８㎥

２） １２㎥

３） ６０㎥

４） １２０㎥

Ｂ 問題３ 詳細
ＪＡＳＳ５の「暑中コンクリート工事」における、運搬中のコンクリートの温度上昇を
抑える対策に関する次の１）から４）の記述のうち、不適当なものはどれか。

１） トラックアジテータの待ち時間ができるだけ短くなるように配車計画を行った。

２） コンクリート運搬機器などは、直射日光の当たらない場所に設置した。

３） コンクリートポンプの配管の段取り替え時間をできるだけ短くした。

４）
トラックアジテータのドラムに直接散水すると温度変化が大きくなるので行わなかっ
た。

Ｂ 問題４ 一般
柱脚部の豆板発生防止のための作業に関する次の１）から４）の記述のうち、不適当な
ものはどれか。

１） 内部振動機の先端から等間隔にビニールテープ等で目印を付けて締固めを行った。

２） 内部振動機による振動が伝わっていない箇所をまんべんなく木槌でたたいた。

３） コンクリートの打込み前に型枠と打継ぎ面のコンクリートを水湿しした。

４） 豆板の発生防止をするために打上げ速度を速めて一気に打ち上げた。

（一社）日本建設躯体工事業団体連合会

日本建設躯体コンクリート工社内検定　学科試験問題（1級)

フリガナ フリガナ

※「株式会社」「有限会社」等まで記入してください。

※所属会社名が申し込み会員企業名と同一であっても記入してください。

※ 試験を始める前に下記の注意事項をよく読んで、その指示に従って下さい。

１） 試験開始の合図まで問題用紙を開かないこと。

また、合図があるまで申込み会社名・所属会社名・受験者氏名・受験番号も記入しないこと。

２） 携帯電話は、電源を切り、バック内など手の届かない所にしまうこと。時計代わりの使用も禁止。

また、緊急連絡等々であっても携帯電話を受けたり、使用した場合は不合格とする。

３） 試験時間は、試験開始の合図から９０分間とする。

４） 試験開始から３０分経過するまでは、試験会場を退出することはできない。　また、退出の際は

無言で試験官に挙手し許可を得てから、問題用紙と解答用紙を渡し、静かに退出すること。

尚、試験終了１０分前以降の退出は、認めない。自席にて待機すること。

５） 開始の合図後、問題は全部で５０問あり、表紙からＰ.1～Ｐ.12あることを確認すること。

ページや問題の落丁などがある場合は、試験官に申し出ること。

６） 筆記用具は、黒色の鉛筆、シャープペンシル、ボールペン、万年筆等とする。

７） 試験の際は、筆記用具と受験票以外（筆箱等も含む)は、一切、机の上に置いてはならない。

８） 解答用紙には、申込み会社名・所属会社名・受験者氏名・受験番号を記載すること。　また、

問題用紙にも受験者氏名・受験番号必ず記載し、未記載、漏れ等がある場合は、不合格とする。

９） 解答用紙に問題１～問題２０は、１）～４）の数字の中から選び記入し、問題２１～問題５０では

その問われている内容について○か×を記入すること。

１０） 間違えたときや解答を変更する場合は、消しゴムなどでしっかりと消すか、二重線で訂正

すること。 　　二重線で消し、新規に解答を記す
　　　　　例 ２）

尚、答えが読めなかったり、複数の回答が記載されている場合は、無効とする。

１１） 試験中に気分が悪くなったり、トイレに行きたくなった場合は、試験官に無言で挙手により知らせ、

試験官の指示に従って行動すること。

１２） 私語は、禁止とする。　質問がある場合は、無言で挙手により試験官を呼び、質問をすること。

但し、問題の意図や用語の意味、漢字の読みなどの質問は、一切受け付けない。

１３） 試験終了後は、試験用紙を試験官に提出してから試験官の退出合図後に退出すること。

１４） 疑わしき行為など不正行為を指摘された場合は、即座に不合格とし、以後、再受験できない。

用語の説明：

・コンクリートポンプ →　定置式、移動式を含む圧送機

・内部振動機 →　棒状バイブレーター

・外部振動機 →　壁バイブレーター

・トラックアジテーター →　生コン車

申し込み会員企業名 所　属　会　社　名
フリガナ

受　験　番　号

受　験　者　氏　名

受験地番号

※右詰めで記入してください

(一社)日本建設躯体工事業団体連合会

事
務
局
欄

日本建設躯体コンクリート工社内検定　学科試験要項

４

７．実技試験問題策定ワーキンググループの活動

1.製作等作業試験
受験者に材料等を提供し、実際に物の製作・操作
・作業等による試験

第一案 突き棒による共試体作成
第二案 内部振動機操作

2.判断等試験（要素試験）
受験者に写真・ビデオ等を提示し、判別・判断・
測定を行う試験

3.作業試験（ペーパーテスト）
受験者に現場における実際的な課題を紙面を用い
て提示し、計算・計画立案・予測等を行う試験

第一案 突き棒による共試体作成



第二案 内部振動機操作試験

試作品

供試体試験 実験型枠製作
内部振動機試験 型枠製作
内部振動機 購入
インバーター 購入

７．実技試験問題策定ワーキンググループの活動

８.トライアル試験に向けて

コンクリート打設工検定　全国展開時の計画

会員企業数
コンクリート

従事者（含む下請） 構成比
建設業就
労者数

都道府県
割合

受験者 合格者 受験者 合格者 受験者 合格者 受験者 合格者 受験者 合格者 受験者 合格者 受験者 合格者 受験者 合格者 受験者 合格者 受験者 合格者 受験者 合格者 受験者 合格者

1級 208 40 32 40 32 40 32 40 32 40 32 40 32 40 32 40 32 320 256

札幌 38 1,146 4% 1,387 5% 2級 208 40 32 40 32 40 32 40 32 40 32 40 32 40 32 40 32 320 256

計 416 80 64 80 64 80 64 80 64 80 64 80 64 80 64 80 64 640 512

1級 375 80 64 80 64 40 32 40 32 40 32 40 32 40 32 40 32 40 32 40 32 480 384

仙台 23 1,800 6% 2,497 9% 2級 375 80 64 80 64 40 32 40 32 40 32 40 32 40 32 40 32 40 32 40 32 480 384

計 749 160 128 160 128 80 64 80 64 80 64 80 64 80 64 80 64 80 64 80 64 960 768

50 15,500 56% 10,820 39% 1級 1,810 40 32 240 192 240 192 240 192 240 192 240 192 240 192 240 192 240 192 240 192 240 192 2,440 1,952

富士宮・行田 2級 1,810 40 32 240 192 240 192 240 192 240 192 240 192 240 192 240 192 240 192 240 192 240 192 2,440 1,952

1,249 計 3,621 80 64 480 384 480 384 480 384 480 384 480 384 480 384 480 384 480 384 480 384 480 384 4,880 3,904

1,249 1級 895 120 96 120 96 120 96 120 96 120 96 120 96 120 96 120 96 120 96 120 96 1,200 960

大阪 2級 895 120 96 120 96 120 96 120 96 120 96 120 96 120 96 120 96 120 96 120 96 1,200 960

108 5,100 18% 4,716 17% 計 1,790 240 192 240 192 240 192 240 192 240 192 240 192 240 192 240 192 240 192 240 192 2,400 1,920

1級 277 40 32 80 64 80 64 40 32 40 32 40 32 40 32 40 32 40 32 80 64 80 64 600 480

広島 39 600 2% 2,774 10% 2級 555 40 32 80 64 80 64 40 32 40 32 40 32 40 32 40 32 40 32 80 64 80 64 600 480

計 832 80 64 160 128 160 128 80 64 80 64 80 64 80 64 80 64 80 64 160 128 160 128 1,200 960

1級 333 80 64 80 64 80 64 80 64 80 64 80 64 120 96 120 96 720 576

福岡 129 2,398 9% 3,329 12% 2級 666 80 64 80 64 80 64 80 64 80 64 80 64 120 96 120 96 720 576

計 999 160 128 160 128 160 128 160 128 160 128 160 128 240 192 240 192 1,440 1,152

1級 3,898 80 64 520 416 520 416 560 448 560 448 560 448 560 448 560 448 560 448 640 512 640 512 5,760 4,608

411 27,744 100% 28,022 100% 2級 4,509 80 64 520 416 520 416 560 448 560 448 560 448 560 448 560 448 560 448 640 512 640 512 5,760 4,608

計 8,407 160 128 1,040 832 1,040 832 1,120 896 1,120 896 1,120 896 1,120 896 1,120 896 1,120 896 1,280 1,024 1,280 1,024 11,520 9,216

【収入】

受講料 １級 18,000

２級 18,000

合計

【支出】

資機材費用＋会場費

開催数

実技スタッフ費用 段取 5

試験 10

片付 5

合計

単価 15,000 （日当10,000＋昼食1,000＋交通費4,000）

学科スタッフ費用 段取 1

試験 2

合計

15,000 （日当10,000＋昼食1,000＋交通費4,000）

外部スタッフ（上乗せ分） 宿泊 2 8,000

遠方交通費 2 30,000

合計 単価 38,000

学科テキスト

合計

差額

1人当たり実費 16,528 16,528 17,408

1,884,400 1,884,400 6,824,400

25,768 18,066 16,620 18,011 16,669 18,011 18,011 16,669 18,011

日本躯体会員企業調査就労者
全国建設就労者数

（総務省統計）

北海道

東北

関東

4,122,800 18,788,400 17,284,400 20,172,800

2,134,800 5,866,400 4,362,400 6,256,800

80

26

130

260

130

520

1,200,000 7,800,000 7,800,000 8,400,000

0

九年目 十年目 累計

全国計

24東海・北陸 1,200 4%

三年目 四年目 五年目 六年目 七年目 八年目 十一年目

近畿

中国・四国

二年目
対象地域 試験場所 受験階級

初年度一級・二級養成

人数目標
（１０年間）

9%

九州・沖縄

1,440,000

1,440,000

9,360,000

9,360,000

9,360,000

9,360,000

10,080,000

10,080,000

10,080,000

10,080,000

10,080,000

10,080,000

10,080,000

10,080,000

103,680,000

103,680,000

4,752,800 6,256,800 6,256,800 4,752,800 6,256,800 5,251,600 57,399,600

11,520,000

11,520,000

10,080,000

10,080,000

10,080,000

10,080,000

11,520,000

11,520,000

5,251,600

8,400,000 8,400,000 8,400,000 8,400,000 8,400,000 9,600,000 9,600,000

4

20

40

20

28

140

280

140

560

26

130

260

130

520

28

140

280

140

560

28

140

280

140

560

28

140

280

140

560

28

140

280

140

560

160

640

32

160

320

160

640

28

140

280

140

560

86,400,000

-1,242,800

2,880,000 18,720,000 18,720,000 20,160,000 20,160,000 20,160,000 20,160,000 20,160,000 20,160,000 23,040,000 23,040,000 207,360,000

-68,400 1,435,600

288

1,440

2,880

1,440

5,760

32

160

320

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

-12,800 1,491,200 -12,800 -12,800 1,491,200

18,668,800 20,172,800 20,172,800 18,668,800 21,155,600 21,155,600 200,535,600

4

8

12

180,000

26

52

78

1,170,000

-12,800

20,172,800

28

56

84

1,260,000

28

56

84

1,260,000

26

52

78

1,170,000

28

56

84

1,260,000 1,440,000

28

56

84

1,260,000

28

56

84

1,260,000

8

16

608,000

52

52

104

3,952,000

32

64

96

1,440,000

8 52 56 56 56 64

28

56

84

1,260,000

32

64

96

56

112

4,256,000

56

56

112

4,256,000

52

104

3,952,000

56

56

112

4,256,000

56

112

4,256,000

64

64

128

4,864,000

56

112

4,256,000

56

56

112

4,256,000

64

128

4,864,000

288

576

864

12,960,000

576

576

1,152

43,776,000

９．全国展開 10ケ年計画表

社内検定認定制度ロゴマーク

平成29年6月29日 プレトライアル試験実施 （コンサルタント立会い）

報告書提出→指導事項への対応

実技試験のコスト再検討


